










産業科学研究所 所長 岡 田 東 一(8380)
山本純也先生 とお近付 きになったのはた しか30年 も前の1968年(昭 和43)の 頃 と思います。当時は工
学部が東野 田から吹田へ移転 し、新 しい建屋で研究室の整備が始 まっていました。低温の実験について
は液体チ ッ素の供給 もままな らぬ とい った厳 しい状況で した。理学部の極低温実験室(中 之島)は それ
より10年 も前の1958年(昭 和33年)に 設置 され、1964年(昭 和39年)に 豊中地区の新 しい建物 に移 りま
した。
私達が渇望 していた低温セ ンターの概算要求は当時の理学部 と工学部の協力によって陽の 目を見るこ
とにな り豊中 ・吹 田両 キ ャソパ スに設置 され ることにな りま した。吹 田地区には液化 ヘ リウム液化機
(三菱UL-80H)と 、大型ヘ リウム液化機(三 菱UL-150E)が 設置 されま した。折 しも山本純也助手が
吹 田地区の液化室長 として着任 されたので した。
山本純也氏 と私は共に阪大工学部では最 も早 く液体 ヘ リウムを使用 し始めた研究者の一人であるとい
う意味の同類意識をもっていま した。彼は生真面 目で、酒 ・煙草 を全 くた しなまず、仕事一途の人物で
した。 自分 の研究を大切に発展 させる一方で常に多 くの人々に液体ヘ リウム、液体水素などの極低温寒
材 とそれを活用す る技術を供給 し、低温工学 を広めるべ く努力 され ました。低温工学協会関西支部 の設
立(1974年)と 同時に庶務幹事と会計幹事の激務 をこな し、学外の低温工学界の発展 にも大 きく貢献 さ
れました。
彼の大 きな目標は低温工学の他に低温工学 を体 系化することにあった ようです。一つの具体的な行動
として低温工学研究連絡会 なるものを吉永先生の了解を得て作 りました。この機関紙 として彼は1973年
10月 にクライオメモ(B5版 で6ペ ージくらいの長 さ)を 出版することとしました。 この内容 は低温の
トピックス、低温工学の最近号の目次/内 容紹介、講演会や研究会案内、図書案内、Datesheets案 内、
などで、毎月1回 の発行を 目指 しました。 これは1979年3月 の54号 まで6年 以上 も続 きま した。毎月手
書きで6ペ ージの情報 を継続 して 自費出版することは並大抵の努力では続きません。私は柔和 な風貌 の
彼の中の辛抱強さに舌 を巻 きま した。
彼はまた組織のマネー ジメン トにも優れた感覚を持ち、ある時は厳 しくある時は説得力をもって事 を
進めました。全ての ことに前向 きで、研究会、国際シンポジウムへの積極的 な参加、それ らのオーガナ
イゼーシ ョソに非凡な能力をもっていました。
彼はまた建物のデザイソなどハー ドにも強 く、その後、工学部附属と して認め られた超伝導実験セ ソ
ター、極低温材料試験室、超伝導 エレク トリニクス研究セソターなど低温工学関係の概算要求や建物/
設備の建設にも工学部で随一の実力をもっていました。
彼はまた新 しいプロジェク トへむけて人を動かす術にたけていて、独特な物腰で説得す るのが うま く、
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私 も断 り切れずに引 き受けて しまった役柄が何件かあ ります。阪大オ リジナルをモ ッ トーとす る 「低温
セ ソターだよ り」の編集委員や我 が国は じめての超伝導エネルギー貯蔵 シンポジウム も申本純也氏が引
き受けた以上 は極めて緻密な計画のもとに成功を収めることがで きました。
最近は核融合科学研究所において低温 ・超伝導部門の責任者 として大型ヘ リカル装置の製作に8年 が
か りで傾注されほぼ90%ま で完成、来年(1998年)の 運転を楽 しみ に頑張っておられま した。1996年10
月9日 にはほぼ完成 した土岐市の新サイ トで行われた超伝導 シンポジウムでは体の不調をお して講演 さ
れ、2日 後の10月11日 に再入院、その3カ 月後には悲 しい事態 とな りま した。享年56才 、真面 目一筋 の
研究者、山本純也先生の命を縮めた ものは人類の悲願で ある究極 のエネルギー源である"核 融合装置の
実現"へ 向けての巨大科学の責任者 としての精神的 ス トレス(も その一因)で あったよ うに思います。
この重要な仕事が来年正に成果 を問われよ うとす る時期に この世 を去 られた ことは人類にとっての大
きな損失 といわねばな りませ ん。今後のLHDの 発展 をあ とに続 く若手の研究者にゆだねて山本先生 は
天国か ら私達 を見守 って ください。
心からご冥福をお祈 りします。
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